
新
年
出
足
早
く
ダ
ッ
シ
ュ
を

一
昨
年
の
暮
れ
に
誕
生
し
た
安
倍
自
公

政
権
は
、
年
明
け
か
ら
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

「
企
業
が
世
界
で
一
番
の
活
動
し
や
す
い

国
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
社
会
保
障
は
、

国
民
の
暮
ら
し
を
犠
牲
に
し
て
ガ
マ
ン
の

限
界
を
超
え
る
削
減
を
強
い
、
大
企
業
に

は
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
政
治
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
な
っ

て
世
界
中
ど
こ
へ
で
も
出
動
で
き
る
集
団

的
自
衛
権
の
発
揮
、
そ
の
財
源
作
り
に
消

費
税
の
大
増
税
を
狙
い
、
国
民
の
目
・
耳
・

口
を
ふ
さ
ぐ
特
定
秘
密
法
案
の
強
行
突
破

に
、
国
民
の
怒
り
は
新
年
に
な
っ
て
も
留

ま
る
こ
と
な
く
な
お
い
っ
そ
う
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
猪
瀬
都
知
事
は
５
千
万

円
疑
惑
で
辞
任
、
都
知
事
選
挙
で
す
。
ま

さ
に
激
動
の
情
勢
の
新
し
い
年
で
す
。
秘

密
保
護
法
廃
止
、
４
月
の
増
税
中
止
、
原

発
再
稼
動
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
沖
縄
基
地
問
題
な

ど
、
暮
ら
し
と
平
和
を
守
る
闘
い
と
都
知

事
選
勝
利
へ
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
る
時
で
す
。
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秘
密
保
護
法
廃
止
と
増
税
中
止
の
知
事
を
選
ぼ
う
！

1月4日富岡八幡宮で年頭の宣伝

2014年
安
倍
自
公
政
権
の
大
暴
走
を
許
さ
ず
、
く
ら
し
と
平
和
守
る
年
に

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

激
闘
の
年
の
幕
開
け
、
国
民
の
暮
ら
し
を
犠
牲
に
し
て
戦
争
の
で
き
る
国
へ
ひ

た
走
る
安
倍
自
公
内
閣
、
都
民
犠
牲
で
私
服
を
肥
や
し
た
猪
瀬
前
都
知
事
の
辞
任
、

「
秘
密
保
護
法
」
と
増
税
反
対
で
燃
え
上
が
っ
た
怒
り
の
炎
を
さ
ら
に
広
げ
、
安

倍
政
権
を
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。
都
知
事
選
に
は
暮
ら
し
と
平
和
を
守
る
都
民
が

主
人
公
の
都
政
を
と
り
戻
す
た
め
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ストップ消費税増税雷大行進

激動の幕開け

都
知
事
選

ストップ！戦争のできる国



新
年
に
あ
た
り
心
か
ら
熱
い
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
送
り
ま
す
。

東
京
の
み
な
さ
ん
は
、
街
や
地
域
、
団

地
、
団
体
の
線
に
そ
っ
て
「
会
」
を
つ
く

り
、
増
税
中
止
・
廃
止
の
た
め
に
宣
伝
・

署
名
な
ど
で
も
全
国
の
先
進
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
継
続
し
た

活
動
が
、
増
税
中
止
・
廃
止
を
一
貫
し
て

掲
げ
て
き
た
日
本
共
産
党
の
都
政
・
国
政

で
の
躍
進
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
全
国
の
会
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
も
、
重
ね
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
暮
れ
の
臨
時
国
会
で
は
、
消
費
税

増
税
を
前
提
に
し
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

と
平
和
を
脅
か
す
社
会
保
障
の
削
減
、
秘

密
保
護
法
な
ど
が
、
自
民
、
公
明
両
党
に

よ
っ
て
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
家
安
全
保

障
会
議
設
置
法
と
合
わ
せ
て
憲
法
を
骨
抜

き
に
し
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
「
戦
争
す

る
国
」
づ
く
り
、
そ
の
軍
備
拡
大
の
財
源

に
消
費
税
を
充
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

秘
密
保
護
法
は
、
私
た
ち
の
運
動
も
、

話
し
合
い
は
共
謀
罪
、
友
達
に
知
ら
せ
れ

ば
教
唆
、
宣
伝
す
れ
ば
扇
動
と
し
て
罰
せ

ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
消
費
税
増
税
と
と
も
に
、
断
じ

て
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

安
倍
自
公
政
権
が
４
月
か
ら
の
消
費
税

増
税
の
条
件
と
し
た
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
成
長
率
は
鈍
り
、
景
気
は
悪
い
ま

ま
で
す
。
そ
の
要
因
は
、
非
正
規
雇
用
の

増
大
、
給
料
の
17
か
月
連
続
減
少
な
ど
国

民
所
得
の
低
下
で
あ
り
、
実
体
経
済
が
悪

く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
く
わ
え
て
電

気
や
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
野
菜
な
ど
物
価

値
上
げ
が
家
計
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

こ
の
も
と
で
自
公
政
権
の
税
制
「
改
革
」

大
綱
は
、
大
企
業
に
は
た
っ
た
３
年
の
復

興
特
別
法
人
税
の
１
年
短
縮
を
は
じ
め
至

れ
り
尽
く
せ
り
の
支
援
で
す
。
対
照
的
に

国
民
に
は
消
費
税
８
％
、
10
％
へ
の
増
税

(

一
人
あ
た
り
約
６
万
円
と
10
万
円)

、
中

堅
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
増
税
な
ど
家
計
を
圧
迫

す
る
こ
と
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
増
税
の
中
止
こ
そ
何
よ
り
の
家
計

支
援
で
あ
り
、
景
気
対
策
で
す
。

私
は
、
「
増
税
は
決
ま
っ
た
の
？
中
止

で
き
る
ん
で
す
か
？
」
と
の
質
問
を
街
頭

や
学
習
会
、
電
話
で
も
受
け
ま
す
。
そ
の

際
、
増
税
中
止
の
条
件
や
展
望
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
す
。

１
つ
は
、
暮
ら
し
の
実
態
は
増
税
を
許

す
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
給
料
も
年
金
も

下
が
り
、
物
価
は
上
が
り
、
社
会
保
障
も

改
悪
さ
れ
、
三
重
苦
で
は
な
い
で
す
か
。

２
つ
は
、
増
税
に
は
道
理
が
あ
り
ま
せ

ん
。
「
社
会
保
障
の
た
め
」
「
財
政
再
建

の
た
め
」
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
で
す
。
増
税

は
大
企
業
と
軍
備
拡
大
の
た
め
な
の
で
す
。

３
つ
は
、
増
税
勢
力
は
国
会
で
多
数
派

だ
が
、
最
終
的
に
政
治
の
動
向
を
決
め
る

の
は
、
主
権
者
国
民
で
す
。
自
民
党
は
有

権
者
の
20
％
以
下
の
得
票
で
６
割
超
の
議

席
を
占
め
、
小
選
挙
区
に
よ
る
虚
構
の
自

公
政
権
で
す
。
一
昨
年
１
７
０
０
万
の
増

税
中
止
署
名
を
国
会
に
提
出
、
そ
の
後
２

５
０
万
人
分
が
集
ま
り
、
自
治
体
の
意
見

書
採
択
も
２
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。

４
つ
目
は
、
増
税
の
中
止
要
求
の
法
的

な
根
拠
で
す
。
増
税
法
付
則
18
条
に
は
、

景
気
の
動
向
で
増
税
の
「
停
止
を
含
め
て
」

判
断
す
る
と
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
政
府
・
国
会
に
近
い
み
な
さ

ん
が
地
の
利
を
生
か
し
、
増
税
中
止
の
た

め
さ
ら
に
知
恵
と
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
私
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
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新
年
に
あ
た
り
心
か
ら
熱
い
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
送
り
ま
す

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会

事
務
局
長

木
口

努



消
費
税
が
多
く
の
国
民
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
、
強
行
導
入
さ
れ
た
の
は
平
成
元
年

４
月
１
日
の
こ
と
で
あ
る
。
25
年
も
経
過
し

て
い
る
の
に
依
然
、
反
対
運
動
が
続
い
て
い

る
の
は
、
消
費
税
ぐ
ら
い｢
不
公
平
感｣

が

強
い
税
制
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
き
な
企

業
、
金
持
ち
個
人
に
と
っ
て
は
痛
く
も
痒
く

も
な
い
税
制
だ
が
、
弱
者
に
と
っ
て
は
事
業
・

生
活
に
き
わ
め
て
厳
し
い
税
制
だ
か
ら
で
あ

る
。税

制
の
大
原
則
は
「
応
能
負
担
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
稼
ぎ
の
高
い
人
（
企
業
）
、
所

得
の
多
い
人
（
企
業
）
が
税
の
負
担
を
多
く

し
、
弱
者
で
あ
る
稼
ぎ
の
少
な
い
人
の
負
担

は
可
能
な
限
り
軽
く
す
る
。
こ
れ
が
戦
後
民

主
憲
法
の
大
原
則
で
あ
る
。
消
費
税
は
こ
の

大
原
則
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
。
逆
累
進
性

と
い
わ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
国
民
の
不
公
平
感
、
抵
抗
感
が
強
い
の

だ
。税

理
士
で
あ
る
私
は
零
細
な
法
人
、
個

人
事
業
者
の
税
金
の
相
談
や
計
算
を
仕
事
に

し
て
い
る
が
、
消
費
税
は
本
当
に
困
っ
た
税

制
で
あ
る
。
零
細
法
人
は
赤
字
申
告
、
個
人

は
所
得
税
ゼ
ロ
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
年
間
一

千
万
円
以
上
の
売
上
げ
が
あ
れ
ば
、
「
納
税

義
務
者
」
だ
。
税
の
対
象
が
「
所
得
」
で
は

な
「
売
上
高
」
を
中
心
に
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
所
得
税
ゼ
ロ
で
消
費
税
50
万
円
な
ん

て
い
う
の
は
誰
が
考
え
た
っ
て
お
か
し
い
。

そ
ん
な
資
金
的
余
裕
は
あ
る
は
ず
も
な
い
。

そ
れ
が
５
か
ら
10
の
倍
に
な
る
と
し
た
ら
、

ま
さ
に
自
分
た
ち
の
事
業
と
生
活
を
か
け
て

反
対
す
る
の
は
当
然
だ
と
私
は
考
え
る
。
小

さ
な
個
人
・
法
人
企
業
は
消
費
税
を
「
転
嫁
」

で
き
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
う
で
な
く
て
も

適
正
な
利
潤
確
保
に
骨
が
折
れ
る
の
に
、
親

企
業
か
ら
値
引
き
を
強
要
さ
れ
た
り
、
値
付

け
に
消
費
税
を
お
り
こ
め
な
い
。
よ
く
消
費

税
還
元
セ
ー
ル
（
今
回
は
そ
れ
す
ら
使
え
な

い
と
い
う
）
な
ど
と
チ
ラ
シ
に
う
た
わ
れ
て

い
る
が
何
の
こ
と
は
な
い
、
値
引
き
を
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
消
費
税
の
税
額
は

そ
っ
く
り
企
業
自
身
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
が
｛
身
銭
を
切
る
｝
と
い
う

こ
と
だ
。

消
費
税
導
入
前
の
法
人
税
率
は
42
％
で

あ
っ
た
（
最
高
時
は
48
％
に
も
な
っ
て
い
た
）
。

い
ま
は
25
・
５
％
で
あ
る
。
所
得
税
の
最
高

税
率
は
78
％
（
所
得
税
60
％
住
民
税
18
％
）

だ
っ
た
。
強
者
の
税
率
は
い
つ
の
間
に
か
、

う
ん
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
消
費
税
導
入
で

国
家
の
税
収
は
そ
の
分
だ
け
増
え
る
は
ず
だ

が
、
結
果
は
そ
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ

か
。
不
景
気
が
続
き
法
人
税
、
所
得
税
の
落

ち
込
み
が
激
し
か
っ
た
。
し
か
し
何
よ
り
も

大
企
業
、
大
金
持
ち
の
減
税
が
大
き
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
何
の
こ
と
は
な
い
、
結
果
的

に
は
税
科
目
が
入
れ
替
わ
り
に
な
っ
た
だ
け

で
あ
る
。

わ
が
国
の
政
治
は
、
政
界
・
財
界
・
官

界
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
大
き
な
問
題
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
が
私
は
特
に
財
界
の
指
導
者

（
経
団
連
）
に
強
く
言
い
た
い
。
「
自
分
た

ち
の
利
益
ば
か
り
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
国
全
体
の
事
を
考
え
よ
」
と
。
法
人

税
率
の
引
き
下
げ
に
狂
奔
し
、
代
わ
り
の
財

源
と
し
て
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
主
張
す

る
の
は
身
勝
手
も
は
な
は
だ
し
い
と
。

景
気
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
急
務
だ
。

事
業
者
の
仕
事
が
十
分
確
保
さ
れ
、
サ
ラ
リ

-

マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
の
給
料
が
増
え
な
い
限
り
、

消
費
が
活
発
に
な
る
わ
け
は
な
い
。
生
き
る

た
め
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
多
く
の
国
民
は
期

待
し
た
が
、
私
は
か
な
り
悲
観
的
だ
。

消
費
税
が
弱
者
い
じ
め
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
消
費
税
法
を
「
打
ち
出
の
小

槌
」
に
し
て
は
決
し
て
な
ら
な
い
。
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消
費
税
は
弱
者
い
じ
め

消
費
税
を
な
く
す
杉
並
の
会
事
務
局
長
・
税
理
士

久
保
田
幸
夫



4

秘
密
保
護
法
案
『
強
行
採
決
』
許
す
な
！

港
区
の
平
和
会
館
に
結
集
す
る
団
体
が
JR
浜
松
駅
で
緊
急
宣
伝
行
動

猛
抗
議
の
な
か
、
自
民
・
公
明
が
強
行

12
月
５
日
、
参
議
院
特
別
委
員
会
で
秘

密
保
護
法
案
が
強
行
採
決
さ
れ
る
前
日
、

「
消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会
」
の
事
務

所
が
あ
る
平
和
会
館
の
、
港
区
労
連
や
平

和
委
員
会
な
ど
各
団
体
が
合
同
で
JR
浜
松

駅
で
緊
急
に
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

国
民
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
末
の
憲
政
史

上
ま
れ
に
み
る
暴
挙
は
、
安
倍
政
権
が
こ

れ
以
上
反
対
世
論
が
広
が
る
前
に
や
っ
て

し
ま
お
う
と
い
う
ね
ら
い
で
す
。

11月5日ＪＲ浜松駅で宣伝行動

消
費
税
増
税
と
秘
密
保
護
法
案

金
子
勝

大
正
大
学
教
授
を
迎
え
て
学
習
会

戦
争
準
備
の
秘
密
保
護
法
を
廃
止

し
、
増
税
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う

戦
費
調
達
の
消
費
税
増
税

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会
に
金
子

勝
大
正
大
学
教
授
を
迎
え
て
「
秘
密
保

護
法
と
消
費
税
増
税
反
対
の
運
動
」
と

題
し
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

秘
密
保
護
法
は
国
民
を
監
視
す
る
弾

圧
立
法
、
戦
争
の
す
る
国
に
な
っ
て
、

安
保
条
約
で
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
世
界

中
に
出
か
け
る
。
世
界
の
軍
事
同
盟
の

な
か
で
一
番
凶
暴
な
軍
事
同
盟
で
あ
る

こ
と
、
軍
事
費
を
増
や
す
た
め
に
打
ち

出
の
小
槌
が
消
費
税
で
あ
る
。

国
民
の
反
対
の
運
動
が
大
き
く
な
れ

ば
秘
密
保
護
法
の
行
使
が
で
き
な
い
。

草
の
根
か
ら
日
本
列
島
騒
然
と
し
た

状
況
を
つ
く
る
た
め
消
費
税
増
税
反
対

の
運
動
が
ま
す
ま
す
大
事
に
な
る
。

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
全
国
の
会
報
参
照
）

12月17日東京各界連大塚駅宣伝

12月24日巣鴨駅怒りの導入記念日宣伝

金子先生を迎えて学習会

１２月２４日ＪＲ新宿西口、全国各界連の宣伝
に東京の会も弁士で参加しました

各
地
で
旺
盛
な

宣
伝
・
署
名
・
学
習



「
消
費
税
を
な
く
す
大
泉
学
園
の
会
」

は
12
月
10
日
、
事
務
局
長
の
菊
地
宅
に

17
名
が
集
ま
り
『
年
金
と
消
費
税
の
学

習
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
引
き
下
げ

ら
れ
た
年
金
の
不
服
申
請
を
し
よ
う
と

申
し
合
わ
せ
、
消
費
税
で
は
東
京
の
会

の
林
事
務
局
長
か
ら
秘
密
保
護
法
で
戦

争
の
で
き
る
国
に
、
そ
の
財
源
づ
く
り

に
消
費
税
大
増
税
が
あ
り
、
消
費
税
増

税
反
運
動
は
平
和
を
守
る
こ
と
に
通
じ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

5

ス
ト
ッ
プ
消
費
税
大
増
税

雷
大
行
進

練
馬
「
大
泉
学
園
の
会
」

年
金
と
消
費
税
の
学
習
の
つ
ど
い１２月１０日大泉学園学習のつど

12
月
８
日
台
東
区
浅
草
花
川
戸
公
園
に
東
京
東
部
の
労
働
者
と
中
小
零
細
業
者

千
人
が
集
い
、
ス
ト
ッ
プ
消
費
税
増
税
、
秘
密
保
護
法
廃
止
な
ど
を
掲
げ
て
年
末
の
休

日
、
人
出
で
賑
わ
う
浅
草
雷
門
前
を
ち
ん
ど
ん
屋
さ
ん
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド
、
多
く
の

観
光
客
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

第
11
回
消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会

税
金
の
ム
ダ
遣
い
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

２
・
11
福
島
原
発
事
故
視
察

参
加
者
50
名
に
（
締
め
切
り
）

東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
か
ら
３
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
汚
染
水
が
い
ま
だ

に
止
ま
ら
ず
、
避
難
民
１
４
５
０
０
人
が
ま

だ
帰
れ
ま
せ
ん
。
「
私
た
ち
の
税
金
を
湯
水

の
よ
う
に
つ
ぎ
込
み
む
途
方
も
な
い
ム
ダ
遣

い
」
を
こ
の
眼
で
見
て
み
よ
う
の
企
画
に
全

都
か
ら
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
す
で
に
50
名

（
12
月
19
日
現
在
）
を
突
破
、
募
集
を
閉
め

切
り
ま
し
た
。
当
日
は
元
気
で
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

ＪＲ豊間駅＝地震、津波、原発で荒廃のまま

世直し

前
々
日
の
深
夜
、
多
く
の
国
民
か
ら

批
判
さ
れ
て
い
た
秘
密
保
護
法
が
強
行

採
決
さ
れ
、
怒
り
に
燃
え
て
結
集
し
た

東
京
東
部
の
労
働
者
と
中
小
零
細
企
業

家
の
み
な
さ
ん
。

花
川
戸
公
園
で
各
団
体
代
表
の
決
意

表
明
の
あ
と
、
ち
ん
ど
ん
家
さ
ん
を
先

頭
に
浅
草
の
大
通
り
を
パ
レ
ー
ド
。

「
秘
密
保
護
法
を
廃
案
に
せ
よ
！
」

「
消
費
税
増
税
絶
対
反
対
！
」

「
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ
て
景
気

の
回
復
を
！
」
「
年
金
を
下
げ
る

な
！
」
な
ど
唱
和
し
て
道
行
く
人

に
訴
え
ま
し
た
。
雷
門
前
で
は
、

外
国
か
ら
の
観
光
客
が
「
何
事
」

だ
と
カ
メ
ラ
の
集
中
を
浴
び
ま
し

た
。
参
加
し
た
人
か
ら
は
、
「
通
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
な
く
、
た
た
か

い
は
こ
れ
か
ら
、
来
年
の
春
は
列

島
騒
然
と
な
る
よ
、
そ
う
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
決
意
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

12月8日浅草雷門前をパレードする世直し大行進
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東

京

土

建

清

瀬

久

留

米

支

部

執
行
委
員
長

北
島

晃

〒
203-

0054
東
久
留
米
市
中
央
町
五
ノ
一
〇
ノ
一
七

℡
〇
四
二
（
四
七
三
）
八
七
五
一

東
京
が
見
え
る
新
聞
、
東
京
を
か
え
る
新
聞

東

京

民

報

〒
105-

0014

港
区
芝
一
ノ
四
ノ
九
平
和
会
館
五
三
階

㈱
東
京
民
報
社
℡
〇
三(

三
七
九
八)

四
〇
三
〇

東

京

母

親

大

会

連

絡

会

〒
102-

0084

千
代
田
区
二
番
町
十
二
ノ
一

エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
六
階

℡
〇
三(

三
二
三
〇)

一
七
三
四
Fax
〇
三(

三
二
三
〇)

一
六
五
三

健
康
を
守
り
、
水
や
土
を
、
汚
さ
な
い

安
全
な
石
け
ん

㈱

母

親

シ

ャ

ボ

ン

℡
〇
三(

三
二
三
〇)

一
九
七
三

Fax
〇
三(

三
二
三
〇)

二
〇
六
七

新

日

本

婦

人

の

会

東

京

都

本

部

〒
170-

0005

豊
島
区
南
大
塚
二
ノ
三
三
ノ
一
〇

東
京
労
働
会
館
三
階

℡
〇
三(

五
九
八
一)

八
六
七
五
Fax
〇
三(

五
九
八
一)

八
六
七
六

ht
tp

//sh
in

fu
ji
nt

ok
yo
.j

p

東

京

商

工

団

体

連

合

会

会
長

星

実

〒

116-

0013

荒
川
区
西
日
暮
里
六
ノ
六
二
ノ
一

℡
〇
三(

五
六
九
二)

五
〇
八
一
FAX
〇
三(

五
六
九
二)

五
〇
九
一

東

京

民

主

医

療

機

関

連

合

会

会
長

石

川

徹

〒
170-

0005

豊
島
区
南
大
塚
二
ノ
三
三
ノ
一
〇

℡
〇
三(

五
九
七
八)

二
七
四
一

東
京
都
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会

会
長

坂

口

忠

男

〒
170-

0005

豊
島
区
南
大
塚
三
ノ
五
一
ノ
二
堤
ビ
ル
1F

℡
〇
三(

五
九
六
〇)

〇
二
六
六
Fax
〇
三(

五
九
六
〇)

〇
二
六
八

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
渋
谷
支
部

執
行
委
員
長

堀

江

正

151-

0072
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
二
ノ
一
八
ノ
六

℡
〇
三(

六
三
〇
四)

二
三
一
五
Fax
〇
三(
五
三
〇
八)

五
九
三
〇

品

川

区

職

員

労

働

組

合

執
行
委
員
長

木
下

伸
子

〒
140-

0005

品
川
区
広
町
二
ノ
一
ノ
三
六

℡
〇
三(

三
七
七
三)

六
七
〇
五

杉

並

区

職

員

労

働

組

合

〒
166-

0004
杉
並
区
阿
佐
谷
南
一
ノ
一
五
ノ
一

℡
〇
三(

三
三
一
二)

二
一
一
一

世

田

谷

区

職

員

労

働

組

合

執
行
委
員
長

工

藤

長

治

〒
140-

8504

世
田
谷
区
世
田
谷
四
ノ
二
一
ノ
二
七

℡
〇
三(

三
四
一
三)

二
七
六
七

東

京

都

庁

職

員

労

働

組

合

港

湾

支

部

支
部
長

鈴

木

庄

吾

〒
163-

8001

新
宿
区
西
新
宿
二
ノ
八
ノ
一

第
二
庁
舎
26
階

℡
〇
三(

三
三
四
六)

三
八
〇
一
Fax
〇
三(

三
三
四
六)

三
八
〇
二

東
京
都
庁
職
員
労
働
組
合
衛
生
局
支
部

支
部
長

森

越

初

美

〒
163-

8001

新
宿
区
西
新
宿
二
ノ
八
ノ
一

第
一
庁
舎
27
階

℡
〇
三(

三
三
四
九)

一
五
〇
一

東

京

都

障

害

児

学

校

教

職

員

組

合

執
行
委
員
長

白

瀬

美

弘

〒
102-

0084

千
代
田
区
二
番
町
一
二
ノ
一

全
国
教
育
文
化
会
館
四
階

℡
〇
三(

三
二
三
〇)

一
五
六
五

東

京

都

教

職

員

組

合

執
行
委
員
長

工

藤

芳

弘

〒
102-

0084

千
代
田
区
二
番
町
一
二
ノ
一

エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
四
階

℡
〇
三(

三
二
三
〇)

三
八
九
一

東

京

自

治

労

連

中
央
執
行
委
員
長

荻

原

淳

〒
170-

0005

豊
島
区
南
大
塚
二
ノ
三
三
ノ
一
〇

東
京
労
働
会
館
四
階

℡
〇
三(

五
九
四
〇)

七
九
五
一

東

京

土

建

一

般

労

働

組

合

中
央
執
行
委
員
長

巻

田

幸

正

〒
169-

0074

新
宿
区
北
新
宿
一
ノ
八
ノ
一
六

℡
〇
三(

五
三
三
二)

三
九
七
一(

代)

東

京

地

方

労

働

組

合

評

議

会(

東
京
地
評)

議
長

伊

藤

潤

一

〒
170-

0005

豊
島
区
南
大
塚
二
ノ
三
三
ノ
一
〇

東
京
労
働
会
館
六
階

℡
〇
三(

五
三
九
五)
三
一
七
一

消

費

税

廃

止

東

京

各

界

連

絡

会

〒
116-
0013

荒
川
区
西
日
暮
里
六
ノ
六
二
ノ
一

東
京
商
工
団
体
連
合
会
内

℡
〇
三(

五
六
九
二)

五
〇
八
一

2014年 迎春

力
を
合
わ
せ

増
税
中
止
の
年
に
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相

田

会

計

事

務

所

税
理
士

相

田

英

男

〒
165-

0027

中
野
区
野
方
五
ノ
三
〇
ノ
一
三

ヴ
ィ
ラ
ア
テ
ネ
二
階
Ｆ
号

℡
〇
三(

五
三
七
三)

一
八
八
一

税
理
士

佐

伯

正

隆

〒
143-

0015

大
田
区
大
森
西
一
ノ
八
ノ
二
二

℡
〇
三(

三
二
九
八)

三
五
七
一

税
理
士

堀

口

國

雄

事
務
所

〒
186-

0001

国

立

市

北
二

ノ
一

ノ
二
十
一

住

所
〒
207-

0014

東
大
和
市
南
街
三
ノ
五
二
ノ
一
五

税
理
士

清

水

裕

貴

〒
169-

0074

新
宿
区
北
新
宿
一
ノ
二
八
ノ
三

今
西
ハ
イ
ツ
103

℡
〇
三(

三
二
二
七)

三
〇
一
五
Fax
〇
三(

三
二
二
七)

七
五
〇
五

税
理
士

新

国

信

〒
156-

0043

世
田
谷
区
松
原
一
ノ
三
八
ノ
二
八

松
原
片
桐
屋
ビ
ル
三
〇
一

℡
〇
三(

五
三
二
九)

二
三
七
一

池

袋

経

理

事

務

所

税
理
士

浦

野

広

明

〒
171-

0014

豊
島
区
池
袋
二
ノ
五
一
ノ
一
五

第
三
ハ
ル
タ
ビ
ル
202

℡
〇
三(

五
九
九
二)

五
一
二
一

税
理
士
法
人

世
田
谷

税
経
セ
ン
タ

ー

税
理
士

青

木

輝

光

税
理
士

石

井

裕

二

税
理
士

青

野

友

信

〒
154-

0017

世
田
谷
区
世
田
谷
三
ノ
二
二
ノ
一
七

℡
〇
三(

五
四
五
一)

五
三
二
一(

代
表)

消
費
税
増
税
反
対
！

㈲
中

央

経

理

事

務

所

税
理
士

千

葉

幸

美

〒
111-

0055

台
東
区
三
筋
二
ノ
一
ノ
七

℡
〇
三(

三
八
六
二)

〇
六
一
一

税
理
士

横

山

南

士

〒
104-

0033

中
央
区
新
川
一
ノ
二
四
ノ
七
ノ
三
〇
四

℡
〇
三(
三
五
五
二)

六
〇
六
一

東

京

合

同

経

理

事

務

所

税
理
士

田

中

大

介

〒
102-

0083

千
代
田
区
麹
町
一
ノ
五

℡
〇
三(

三
二
六
三)

七
七
三
六

中

野

合

同

税

理

士

事

務

所

税
理
士

湖

東

京

至

〒
164-

0001

中
野
区
中
野
四
ノ
五
ノ
一
ー
五
〇
一

℡
〇
三(

三
三
八
五)

〇
一
二
四

税
理
士
法
人

江
北
経
理
総
合
事
務
所

〒
101-

0021

足
立
区
千
住
中
居
町
二
九
ノ
四

小
泉
第
二
ビ
ル

℡
〇
三(

三
八
八
二)

七
一
二
七

税
理
士
法
人

カ

デ

ン

ツ

税
理
士

大

木

了

二

税
理
士

大

木

進
次
郎

〒
111-

0053

台
東
区
浅
草
橋
二
ノ
二
〇
ノ
六

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
童
ビ
ル
7F

℡
〇
三(

三
八
六
四)

〇
二
三
一

税
理
士
法
人

税

制

経

営

研

究

所

代
表
社
員

進

藤

雄

三

〒
160-

0008

新
宿
区
三
栄
町
二
三
ノ
一
ラ
イ
ラ
ッ
ク
三
栄
ビ
ル
２
階

℡
〇
三(

三
三
五
九)

四
七
三
一
Fax
〇
三(

三
三
五
九)

四
四
三
四

2014年 迎春

税
理
士
法
人

多
摩
合
同
会
計
事
務
所

税
理
士

井

上

徹

二

税
理
士

井

上

礎

幸

税
理
士

塚

本

裕

子

税
理
士

石

川

典

子

〒

189-

0014
東
村
山
市
荻
山
町
三
ノ
一
四
ノ
四
七

℡

〇

四

二

(

三

九

五

）
六

七

五

二

税
理
士

久
保
田
幸
夫
事
務
所

〒

166-

0011

杉
並
区
梅
里

2-

25-

2

ア
ー
バ
ン
間
庭
１
階

℡

〇

三

（
三

三

一

三

）
九

六

七

九

「消
費
税
増
税
を
許
す
な
」

（
株
）
東
部
合
同
会
計
事
務
所

東
部
会
計
葛
飾
事
務
所

税
理
士

吉

田

忠

文

税
理
士

松

田

周

平

税
理
士

中
村
光
一
郎

他
職
員
一
同

〇

三

（
三

八

二

六

）
〇

五

一

一

東
部
会
計
江
戸
川
事
務
所

税
理
士

永

田

正

盛

他
職
員
一
同

℡
〇
三
（三
六
九
八
）八
〇
〇
〇

東
部
会
計
船
橋
事
務
所

税
理
士

井

上

春

幸

税
理
士

熊

谷

優

太

税
理
士

山

崎

哲

他
職
員
一
同

℡

〇

四

七

（
四

六

〇

）
一

四

一

二
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消
費
税
は
な
く
し
ま
し
ょ
う

あ

か

つ
き

印

刷

株

式

会

社

〒
151-

0051

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

四
ノ
二
五
ノ
二

℡
〇
三(

三
四
九
七)

〇
五
三
一

㈱

光

陽

メ

デ

ィ

ア

本
年
も
、
社
会
進
歩
を
め
ざ
し
闘
う
み
な
さ
ま
と
と
も
に
奮
闘
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。〒

162-

0818

新
宿
区
築
地
八
番
地

℡
〇
三(

三
二
六
〇)

九
一
三
二

ht
tp

:/
/w
ww

.
ko
yo

-n
et
.c

o.
jp

㈱

き

か

ん

し

代
表
取
締
役
社
長

佐

藤

操

〒
135-

0053

江
東
区
辰
巳
二
ノ
八
ノ
二
十
一

℡
〇
三(

五
五
三
四)

一
二
三
四

家
族
旅
行
か
ら
各
種
団
体
大
会
ま
で
の
旅
行
社

㈲
勤
労
者
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会

〒
170-

0013

豊
島
区
東
池
袋
一
ノ
四
六
ノ
一
三

ホ
リ
グ
チ
ビ
ル
601

℡
〇
三(

三
九
八
四)

〇
四
〇
一(

代)

Fax
〇
三(

三
九
八
四)

〇
四
〇
七

八

王

子

合

同

法

律

事

務

所

〒
192-

0046

八
王
子
市
明
神
町
四
ノ
七
ノ
一
四

八
王
子
Ｏ
Ｎ
ビ
ル
八
階

℡
〇
四
二(

六
四
五)

五
一
五
一
Fax
〇
四
二(

六
四
五)

五
二
三
六

三

多

摩

法

律

事

務

所

〒
190-

0022

立
川
市
錦
町
一
ノ
一
七
ノ
五

℡
〇
四
二(

五
二
四)

四
三
二
一

北

千

住

法

律

事

務

所

〒
120-

0034

足
立
区
千
住
一
ノ
二
四
ノ
四

広
瀬
ビ
ル
二
階

℡
〇
三(

三
八
七
〇)

〇
一
七
一

城

北

法

律

事

務

所

〒
171-

0021

豊
島
区
西
池
袋
一
ノ
一
七
ノ
一
〇

エ
キ
ニ
ア
池
袋
六
階

℡
〇
三(

三
九
八
八)

四
八
六
六
Fax
〇
三(

三
九
八
六)

九
〇
一

東

京

南

部

法

律

事

務

所

〒
144-

8570

大
田
区
蒲
田
五
ノ
一
五
ノ
八

蒲
田
月
村
ビ
ル
四
階

℡
〇
三(

三
七
三
六)

一
一
四
一
Fax
〇
三(

三
七
三
四)

一
五
八
四

渋

谷

共

同

法

律

事

務

所

〒
150-

0031

渋
谷
区
桜
丘
町
四
番
二
三
号

渋
谷
桜
丘
ビ
ル
8F

℡
〇
三(

三
四
六
三)

四
三
五
一
Fax
〇
三(

三
四
九
六)

四
三
四
五

法
律
相
談(

月
～
土)
ご
予
約
は
お
電
話
で

代

々

木

総

合

法

律

事

務

所

〒
151-

0053

渋
谷
区
代
々
木
一
ノ
四
二
ノ
四

℡
〇
三(

三
三
七
九)

五
二
一
一

東

京

法

律

事

務

所

〒
160-

0004

新
宿
区
四
谷
一
ノ
二

伊
藤
ビ
ル

℡
〇
三(

三
三
五
五)

〇
六
一
一

税
理
士
法
人

第

一

経

理

〒
171-

0022

豊
島
区
南
池
袋
一
ノ
一
三
ノ
二

℡
〇
三(

三
九
八
〇)

九
二
一
一

http://www.daiichi-keiri.co.jp

『
日
本
の
科
学
者
』
『
季
論
21
』
『
ゆ
た
か
な
く
ら
し
』
『
作
文
と
教
育
』

『
労
働
総
研
ク
オ
ー
タ
リ
ー
』
『
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
』

㈱
本

の

泉

社

代
表
取
締
役

比

留

川

洋

〒
113-

0033

文
京
区
本
郷
二
ノ
二
五
ノ
六

℡
〇
三(

五
八
〇
〇)

八
四
九
四
Fax
〇
三(

五
八
〇
〇)

五
三
五
三

消
費
税
の
増
税
法
は
廃
止
を
!!

税
理
士
法
人

東

京

合

同

http://www.tokyo-godo.gr.jp/

税
理
士

山

田

和

江

〒
110-

0016

台
東
区
台
東
四
ノ
二
六
ノ
九

℡
〇
三(

五
六
八
八)

六
〇
二
一

2014年 迎春


